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昔の遊びを教わる会 一宮市立浅井北小学校 校長 則竹 佳子

１月３０日（金）、１年生が「昔の遊びを教わる会」を行いました。「めんこ」「お手玉」「おはじき」「はねつ

き」「あやとり」「こままわし」「だるまおとし」「竹とんぼ」「竹ぽっく り」

を、おうちの方や地域の方から教えていただく会です。お願いをしたと

ころ、２１名の方にご協力いただけることになりました。

教えてく ださる方をお招きして、屋内運動場に設けられた遊びのコー

ナーに分かれて教わりました。「めんこ」はどう したら裏返るか、「お手

玉」はどうやって玉を動かしたらよいか、「あやとり」のひもの取り方、

「こま」のひものかけ方、「竹とんぼ」をとばす手の動かし方など、一つ一つ丁寧に教えていただきまし

た。合図があると、お礼を言って、決めていた順番に、次のコーナーへ移って遊びました。どの子も、と

ても楽しそうにそれぞれの遊びに興じました。子どもたち

も、教えてくださる方も、とてもにこやかな表情でした。最

後のお礼の会で、子どもたちがマイクを持って感想を聞く

と、子どもたちからも、教えてくださった方々からも、「楽し

かった」「う れしかった」という声が聞かれ、本当に心温ま

る時間を過ごすことができました。

さらに、教えてく ださった方と、その方の孫や子どもに

当たる１年生が、一緒に給食を食べました。ちょうど全国学

校給食週間中で、愛知県の食材として、きしめんが出まし

た。珍しいメニューに食欲もわいて、全員がおいしく 平らげました。この

会を通して、子どもたちとおうちの方や地域の方とのつながりがより深

まったと思います。本校では、ユネスコスクールの取組として、歴史・文

化・伝統を考える活動を行い、豊かな心を育みたいと考えています。そ

の一環として、この会で、１年生が日本の伝統文化に触れ、そのよさを感

じてほしいと願っています。

３月の主要行事

浅井中学校卒業式 ３月５日（木）９:３０開式

浅井町連区町会長会 ２７年度第１回 ３月９日（月）14：00～、 第２回 ３月２６日（木）14：00～

浅井町長寿会総会 ３月１９日（木）9：30～

浅井三小学校卒業式 ３月２０日（金）9：30 開式

社会福祉協議会浅井支会評議員会（総会） ３月２３日（月）14：00～

浅井町地域づくり協議会総会 ３月２３日（月）19：00～

浅井四小中学校終了式 ３月２４日（火）



１年間ありがとうございました 浅井町連区長 綾織孝司

副連区長 林 裕 脇田敏光

今年度も残すところわずかとなりました。この１年間２２名の

町内会長さんと、心を一つに互いに協力し合って、浅井町連区

の事業運営等に取り組んでまいりました。４月当初より何も分か

らない状況の中での連区運営でしたが、なんとか役目を無事に

終えることができますのも、各種団体の会長及び役員の方々の

ご高配と、連区の皆様の暖かいご理解とご支援ご協力のおかげ

です。改めて皆様方に町会長会を代表しまして正副連区長より

感謝とお礼を申し上げます。

２年を振り返って 浅井公民館 館長 大野 猛

公民館長を拝命して早くも２年が経過いたしました。素晴らしい公民館役員

とともに、新公民館を地域の交流拠点としてまた生涯学習の場として運営して

まいりました。使い勝手の良い新公民館の完成により文化祭も芸能発表会も盛

大に開催することができ、５０を越す文化クラブの活動で市内有数の利用率を

誇っております。雷雨で中止となった盆踊り大会は心残りとなりましたが、さわ

やかな秋の一日３，０００名が集う町民運動会は大きな思い出となりました。

さらに親しまれる公民館運営を願い、和田新館長にバトンを引き継ぎます。ご協力ありがとうございました。

浅井町長寿会の活動 浅井町長寿会 会長 松下光男

会員の皆様一年間ご協力有り難うございました。平成２６年度浅井町長寿会の活動

を紹介します。現在１８クラブ、会員数 1,823 名で、各種団体と共同で実施しています。

○ 奉仕活動 ： 資源回収、ピカピカ大作戦、友愛訪問、公民館・遊園地・寺社等の清掃

○ 健康づく りスポーツ活動 ： ゲートボール・グラウンドゴルフ・３世代交流ニュー

スポーツ大会、浅井町民運動会、子共会スポーツ大会

○ 文化活動他 ： シルバー教養講座（８～１１月）、浅井町敬老会、浅井町文化祭、市ことぶき作品展

３小学校の昔あそび、子供の登下校見守り

会員の高齢化が進み大変です。浅井町の皆さん、是非入会して頂き長寿会発展のため一緒に活動しませんか。

第３回 浅井４校学校運営協議会連絡会、 第２回 浅井中学校区青少年健全育成会

２月１６日（月）浅井公民館で標記会議が併催されました。奥田会長は、

「１２～１月に実施した地域アンケートは各町内会のご協力により昨年より

500 名多い 1,422 名の方から回答をいただきました。寄せられた貴重な

意見を学校運営に活かしていきたい。現在浅井４校は、新学習指導要領に

基づいて子供たちに「生きる力」を身に付けさせるべく 、言語能力の向上と

理数教育の充実をめざしわかりやすい板書指導やノート作成など授業力

の向上を図っている。地域の皆様も、九九計算、長さ、体積、重さ、時間、速

さ、図形等身近な題材をもとに子供たちと接し、日々の積み重ねが必要な算数・数学のレベルアップに協力して

ほしい」と挨拶。続いて連携・行事部会と学習・生活部会に分かれて、あいさつ運動や学力向上に向けた取り組み

について討議。最後に、綾織連区長から住宅侵入注意喚起、前田民生会長から登下校時のマナー向上と脱法ドラ

ッグ対策についての指導要請、酒井児童会長より大人同士のあいさつが重要と発言がありました。（45 名参加）


